
工事監督支援業務特記仕様書

１ 工事監督支援業務共通仕様書の適用

本業務は、「工事監督支援業務共通仕様書【農業農村整備編】」に基づき実施するほか、この特記

仕様書によらなければならない。

２ 業務内容

本業務は、南部総合県民局農林水産部＜阿南＞で実施している経営体育成基盤整備事業に係る

請負工事監督補助業務及び設計積算補助業務等を行うものである。

３ 技術者の職種

（１）管理技術者は次表の資格を有し、「技師Ａ」以上の能力を有する者とする。

（２）現場技術員は次表の資格を有し、「技術員」以上の能力を有する者とする。

技術者の名称 資格経歴等

管理技術者 １ 技術士又はこれと同等の能力を有する技術者

２ 認定技術管理者（建設コンサルタント登録規定第３条第１項ロに該当すると

認定された者）

３ ＲＣＣＭ

４ 建設業法（昭和24年法律第100号）第27条に規定する１級土木施行管理技士

の資格を有し、５年以上の実務経験を有する者。

なお、技術士と同等の能力を有する技術者とは次の資格を含むものとする。

農業土木工事に係る委託業務

１）ＡＰＥＣエンジニア認定者

２）農業土木技術管理士

３）畑地かんがい技士（畑地かんがい業務に限る）

４）農業水利施設機能総合診断士（農業水利施設システムの総合的な機能診断業

務に限る）

現場技術員 次の各号のいずれかに該当するもの

１ 建設業法（昭和24年法律第100号）第27条に規定する２級土木施工管理技士

以上の資格を有する者

２ 大学卒業後２年、短大・高専卒業後４年、高校卒業後６年以上の実務経

験を有する者。

４ 勤務期間等

（１）現場技術員の勤務期間は、令和８年４月２日から令和９年３月２５日のうち

２１６日間とする。

（２）（１）の期間内で、管理技術者は、毎月１回業務打合せを行う。

５ 勤務時間

現場技術員の勤務は、８時３０分から１７時３０分まで（１２時から１時間の休憩時間）の８

時間とする。

６ 勤務場所

現場技術員の勤務場所は、原則として、徳島県南部総合県民局＜阿南＞庁舎内とする。

７ 変更契約

２から５の内容について、大幅な変更が生じた場合は、甲乙協議のうえ変更するものとする。



８ 業務実施報告書

受注者は、業務実施報告書を所定の様式に基づき毎月作成し、履行月の翌月５日までに、監督

員に提出しなければならない。

９ 成果品

成果品は次のとおりとする。

（１） 業務関係資料 １式

（２） 業務関係データ(記録媒体等)

（３） 打合せ記録簿

（４） 業務実施報告書

（５） 引継事項等記載書（自由様式）

10 その他

（１）本業務の遂行に必要な自動車、書籍、事務用品及びパソコン等は受注者が準備するものと

する。なお、パソコンについては、原則として機能等は監督員と協議の上決定するものとす

るが、最新のデータに更新（アップデート）したウイルス対策ソフトがインストールされ、

ウイルスチェック済みのパソコンとする。

業務期間満了等で業務に使用したパソコンを撤去する場合には、ハードディスク等の業務

に関連するデータは完全に消去し、その結果を監督職員の確認を受けるものとする。

（２）業務期間中は次に示す身分証明書を携帯すること。

身 分 証 明 書

Ｎｏ．

（写真） 商号又は名称

氏名

上記の者は、工事監督支援業務委託契約に基づく、

技術員であることを証明する。

令和○○年○○月○○日

徳島県南部総合県民局長 印

１．本証は、公印、日付のないものは無効とする。

２．契約満了等、不要となった時は直ちに返還すること。

３．役職・氏名に変更があったときは、すみやかに記載事項

の変更を受けること。

４．本証は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。
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工事監督支援業務共通仕様書【農業農村整備編】 

 

第１章 総則 

 

第１条 適用  

１ この共通仕様書は、徳島県農林水産部及び総合県民局農林水産部が発注する工事監督支援業

務（以下「業務」という。）に適用する。  

２ 設計図書は、相互に補完し合うものとし、そのいずれかによって定められている事項は、契

約の履行を拘束するものとする。 

３ 特記仕様書、図面又は共通仕様書の間に相違がある場合は、受注者は監督員に確認して指示

を受けなければならない。 

 

第２条 用語の定義 

 共通仕様書に使用する用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

１ 「発注者」とは、知事又はその委任を受けた者をいう。 

２ 「受注者」とは、業務の実施に関し、発注者と契約を締結した個人若しくは会社その他の法人

をいう。 

３ 「監督員」とは、契約図書に定められた範囲内において、受注者又は管理技術者に対する指示、

承諾又は協議の職務等を行う者で、契約書第９条第１項に規定する者であり、総括監督員、主

任監督員及び現場監督員を総称していう。 

４ 「検査員」とは、業務の完了の検査にあたって、契約書第 33 条第２項の規定に基づき検査を

行う者をいう。 

５ 「管理技術者」とは、契約の履行に関し、業務の管理及び総括等を行う者で、契約書第 10 条

第１項の規定に基づき、受注者が定めた者をいう。 

６ 「現場技術員」とは、受注者が業務を履行するために使用している者（管理技術者を除く。）

をいう。 

７ 「管理技術者等」とは、管理技術者及び現場技術員を総称していう。 

８ 「契約図書」とは、契約書及び設計図書をいう。 

９ 「契約書」とは、土木建築工事設計業務等委託契約書をいう。 

10 「設計図書」とは、仕様書、図面、数量総括表、現場説明書及び現場説明に対する質問回答書

をいう。 

11 「仕様書」とは、共通仕様書及び特記仕様書（これらにおいて明記されている適用すべき諸基

準を含む。）を総称していう。 

12 「共通仕様書」とは、業務に共通する技術上の指示事項等を定める図書をいう。 

13 「特記仕様書」とは、共通仕様書を補足し、当該業務の実施に関する明細又は特別な事項を定

める図書をいう。 

14 「数量総括表」とは、業務に関する工種、設計数量及び規格を示した書類をいう。 

15 「現場説明書」とは、業務の入札等に参加する者に対して、発注者が当該業務の契約条件を説

明するための書類をいう。 

16 「質問回答書」とは、現場説明書に関する入札等参加者からの質問書に対して、発注者が回答
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する書面をいう。 

17 「図面」とは、入札等に際して発注者が交付した図面及び発注者から変更又は追加された図面

及び図面の基になる計算書等をいう。 

18 「指示」とは、監督員が受注者に対し、業務の遂行上必要な事項について、書面をもって示し、

実施させることをいう。 

19 「請求」とは、発注者又は受注者が契約内容の履行あるいは変更に関して、相手方に書面をも

って行為、あるいは同意を求めることをいう。 

20 「通知」とは、発注者又は監督員が受注者に対し、又は受注者が発注者又は監督員に対し、業

務に関する事項について、書面をもって知らせることをいう。 

21 「報告」とは、受注者が監督員に対し、業務の遂行に係る事項について、書面をもって知らせ

ることをいう。 

22 「申し出」とは、受注者が契約内容の履行あるいは変更に関し、発注者に対して書面をもって

同意を求めることをいう。 

23 「承諾」とは、受注者が監督員に対し、書面で申し出た業務の遂行上必要な事項について、監

督員が書面により業務上の行為に同意することをいう。 

24 「質問」とは、発注者又は監督員が受注者に対し、又は受注者が発注者又は監督員に対し、不

明な点に関して書面をもって問うことをいう。 

25 「回答」とは、発注者又は監督員が受注者に対し、又は受注者が発注者又は監督員に対し、質

問に対して書面をもって答えることをいう。 

26 「協議」とは、書面により契約図書の協議事項について、発注者と受注者が対等の立場で合議

することをいう。 

27 「提出」とは、受注者が監督員に対し、業務に係る事項について、書面又はその他の資料を説

明し、差し出すことをいう。 

28 「書面」とは、紙及び電磁的記録に記録された事項を表示したものをいう。 

（１）緊急を要する場合は、ファクシミリ又は電子メールにより伝達できるものとするが、後日有

効な書面と差し換えるものとする。 

（２）電子納品を行う場合は、別途監督員と協議するものとする。 

29 「打合せ」とは、業務を適正かつ円滑に実施するために管理技術者等と監督員が面談により、

業務の方針を確認すること及び条件等の疑義を正すことをいう。 

 

第３条 一般的留意事項 

１ 管理技術者は、第 11 条から第 22 条で示す業務の適正な履行を確保するため、現場技術員が

行う業務に係る次の諸事項が適切に行われるように現場技術員を指揮監督しなければならな

い｡  

（１）関係法令、別に定める｢徳島県農林土木工事請負施行監督要綱｣等を十分理解し、厳正に

実施すること｡  

（２）工事受注者又は外部から通知若しくは報告を受けた場合は、速やかに監督員にその内容

を正確に伝えること。  

（３）監督員との打合せや指示によって工事受注者又は外部への連絡、又は通知を行う場合は、

その内容を正確に伝えること。 
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（４）請負工事の契約書、設計図書及び徳島県農林土木工事共通仕様書等の内容を十分に理解

し、現場の状況について精通しておくこと。  

（５）発注者から貸与を受けた図書及び物品等については、善良なる管理を行うこと。  

（６）業務の実施にあたっては、業務に関する図書を適切に整備しておくこと。 

（７）監督員の指示により、監督員が工事受注者から受理する図書、工事受注者に提示し若し

くは指示する図書の整理を適切に行うこと。 

２ 管理技術者は、特記仕様書に定めるところにより監督員と打合せを行うものとし、その結果

について打合せ記録簿に記録し、相互に確認しなければならない。 

３ 現場技術員は、管理技術者のもとに、第 11 条から第 22 条のうち、監督員から示された業務

を適正に遂行するものとし、自らの独断に基づき工事受注者等の業務遂行上の関係者に対する

指示又は承諾を行ってはならない（災害等緊急の場合を除く。） 

 

第４条 管理技術者、現場技術員 

１ 受注者は、業務における管理技術者を定め、管理技術者通知書を契約締結後土曜日、日曜日、

祝日等を除き 10 日以内に監督員に提出しなければならない。また、管理技術者通知書の内容が

変更となった場合は、変更日から土曜日、日曜日、祝日等を除き 10 日以内に監督員に管理技術

者変更通知書を提出し、確認を受けなければならない。 

２ 管理技術者は、契約図書等に基づき、業務に関する技術上の管理を行わなければならない。 

３ 管理技術者及び現場技術員は特記仕様書に定める資格を有するものとする。 

４ 受注者は、管理技術者の資格要件について、資格者証の写しを監督員に提出しなければなら

ない。 

５ 受注者は、管理技術者と受注者との直接的、恒常的な雇用関係が確認できるもの（健康保険

証等の写し）を監督員に提示しなければならない。 

６ 管理技術者に委任できる権限は、契約書第 10 条２項に規定した事項とする。ただし、受注者

が管理技術者に委任できる権限を制限する場合は、発注者に書面をもって報告しない限り、管

理技術者は受注者の一切の権限（契約書第 10 条２項の規定により行使できないとされた権限を

除く）を有するものとされ、発注者及び監督員は、管理技術者に対して指示等を行えば足りる

ものとする。 

７ 管理技術者は、監督員が指示する関連がある業務の受注者と十分に協議のうえ、相互に協力

し、業務を実施しなければならない。 

８ 管理技術者は、屋外における業務に際しては、現場技術員に適宜、安全対策、環境対策、衛

生管理、受注者が行うべき地元関係者に対する対応等の指導及び教育を行うとともに、業務が

適正に遂行されるように、管理及び監督をしなければならない。 

９ 受注者は、業務における現場技術員を定め、現場技術員通知書を契約締結後土曜日、日曜日、

祝日等を除き 10 日以内に監督員に提出しなければならない。また、現場技術員通知書の内容が

変更となった場合は、変更日から土曜日、日曜日、祝日等を除き 10 日以内に監督員に現場技術

員変更通知書を提出し、確認を受けなければならない。 

10 管理技術者等に対する措置請求は、契約書第１５条によるものとする。 
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第５条 業務計画書  

１ 受注者は、業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。 

２ 業務計画書には、契約図書に基づき次の事項を記載するものとする。  

（１）業務概要  

（２）実施方針  

（３）業務の範囲  

（４）業務組織表及び連絡体制（緊急時含む） 

（５）打合せ計画  

（６）その他  

３ 受注者は、業務計画書の重要内容を変更する場合は、理由を明確にしたうえ、その都度監督

員に変更業務計画書を提出しなければならない。 

４ 受注者は、監督員が指示した事項については、さらに詳細な業務計画に係る資料を提出しな

ければならない。 

 

第６条 業務完了報告書の添付書類 

 受注者は、契約書第 33 条の委託業務完了報告書には第 2 章に規定する整備書類を添付するもの

とする。 

 

第７条 関連法令及び条例の遵守 

 受注者は、業務の実施に当たっては、関連する関係諸法令及び条例等を遵守しなければならな

い。 

 

第８条 守秘義務等 

 受注者は、業務の過程で知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。また、契約書別記１「個

人情報取扱特記事項」及び別紙「情報セキュリティに関する特記事項」を遵守しなければならな

い。 

 

第９条 業務実績データの作成及び登録 

 受注者は、委託料が 100 万円以上の業務について、測量調査設計業務実績情報システム（ＴＥ

ＣＲＩＳ）に基づき、登録データベース上において、工事実績情報を仮登録したのち、監督員の

確認を受けた上で、次の期限までに登録機関に登録しなければならない。 

 なお、受注者が公益法人の場合はこの限りでない。 

（１）契約時は、業務契約後 10 日以内（土曜日、日曜日、祝祭日を除く） 

（２）途中変更時は、契約変更後 10 日以内（土曜日、日曜日、祝祭日を除く） 

（３）完了時は、業務完了後 10 日以内 

（４）訂正時は、適宜とする。 
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第２章 整備書類 

 

第 10 条 業務実施報告書 

 受注者は、発注者が指定した様式により、業務実施報告書等をとりまとめ、月毎に監督員に提

出し、承諾を得なければならない。 

 

 

第３章 工事監督支援業務 

 

第 11 条 設計及び工事の積算に関する資料等の作成 

１ 受注者は、監督員との打合せや指示等により工事費積算に必要な現地条件等の調査及び図面

その他の資料（構造計算、比較設計、詳細な構造図等は除く）の作成を行い、その結果を監督

員に報告するものとする。 

２ 受注者は、その他上記に準ずる事項について資料等の作成又は整理を行い、その結果を監督

員に報告するものとする。 

 

第 12 条 審査 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、工事受注者から提出された書類（施工計画書、

報告書、各種データ、図面等）を審査し、その結果を監督員に報告するものとする。 

 

第 13 条 工程管理の点検 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、請負工事の進捗状況を把握し、工事が遅延する

恐れがあれば、速やかに監督員に報告するものとする。 

 

第 14 条 出来形管理及び品質管理の確認  

１ 検測 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、工事の施工について、設計図書に示す適正な

出来形及び所定の品質を確保するために、現地で検測を行い、その結果を遅滞なく監督員に報

告するものとする。  

２ 出来形管理及び品質管理 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、工事受注者が徳島県農林土木工事施工管理基

準(案)に基づく出来形管理及び品質管理を確実に履行しているか確認し、その結果を監督員に

報告するものとする。 

 

第 15 条 緊急を要する設計及び設計変更に関する調査及び資料等の作成  

１ 設計図書と現地の不一致等 

 受注者は、業務遂行中に次の各号に掲げる事項又はこれに類する事項につき、工事受注者か

ら通知を受けたときは、遅滞なく監督員に報告するものとする。 

（１）設計図書と工事現場の状態が一致しないこと。 

（２）設計図書の表示が明確でないこと。（図面と仕様書が交互符合しないこと及び設計図



6 

 

書に誤謬又は脱漏があることを含む。） 

（３）工事現場の地質、湧水等の状態、施工上の制約等設計図書に示された施工条件が実際

と相違すること。 

（４）設計図書で明示されていない施行条件について予期することができない特別の状態が

生じた場合。 

（５）工事を一時中止し、又は打ち切る必要があると認められる場合。 

２ 設計変更等に関する資料 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、設計変更、工事完成検査又は既済部分検査等

に必要な測量、測定又は資料等（構造計算、比較設計、詳細な構造図等は除く）の作成を行う

ものとする。 

 

第 16 条 工事施工に関する資料等の作成 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、工事施工に必要な調査、測量、測定又は資料等

（構造計算、比較設計、詳細な構造図等は除く）の作成を行うものとする。 

 

第 17 条 工事施工に必要な立会、観察、測定  

１ 立会・観察 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、完成後、外面から明視することができない工

事又は施工の進行過程を記録写真等の書類的な方法ではその状況を把握することが十分でない

工事等について、現場に立会、観察、測定し、設計図書に適合しない場合、又は工事受注者が

工事契約の目的を達成するために当然施工しなければならないもので実施されていない場合に

は、その結果を監督員に報告するものとする。 

２ 材料検査 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、材料検査を実施し、次の各号に定める事項を

付記して、その結果を監督員に報告するものとする。 

（１）検査年月日  

（２）品名、寸法等  

（３）検査数量  

（４）検査結果及び合格数量  

（５）その他必要と認められる事項  

３ 工事検査の立会 

 受注者は、監督員との打合せや指示等により、請負工事に係わる工事検査に立会うものとする。 

 

第 18 条 事故報告 

 受注者は、業務中に事故が発生した場合は、速やかにその状況を監督員に報告するものとする。 

 

第 19 条 工事現場発生品 

 受注者は、請負工事の施工によって生じた現場発生品について、監督員との打合や指示等によ

り、工事受注者の提出する調書を照査して、監督員に報告するものとする。 
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第 20 条 工事受注者に対する支給品等  

１ 受注者は、発注者が工事受注者に対して支給又は貸与する物品について、監督員との打合せ

や指示等により、その都度、受領書または借用書を工事受注者から徴し、監督員に提出すると

ともに、その物品の状況を明らかにしておくものとする。 

２ 受注者は、工事受注者から発注者に貸与品の返還があった場合、監督員との打合せや指示等

により、その都度、工事受注者から返還書を徴し、監督員に提出するとともに、その物品の状

況を明らかにしておくものとする。 

 

第 21 条 地元及び関係機関等との協議・調整に必要な資料の作成 

１ 受注者は、監督員との打合せや指示等により、地元若しくは関係機関等との協議・調整に必

要な測量、調査又は資料等（構造計算、比較設計、詳細な構造図等は除く）の作成を行い、そ

の結果を監督員に報告するものとする。 

２ 受注者は、監督員の指示により、監督員が前項の協議等を行う際、随行するものとする。 

 

第 22 条 その他事項 

 受注者は、その他、第 12 条から第 21 条に準ずる事項について、資料等の作成又は整理を行い、

その結果を監督員に報告するものとする。 

 

 


